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ご導入までの流れ
 ESET Server Security for Linux  ご導入までの流れ
ESET Mail Security for Linux（以下EMSL）/ ESET Web Security for Linux（以下EWSL）V4.5とESET Server Security for Linux
（以下ESSL※）を共存するまでの流れは以下のとおりです。
※ EMSL/ EWSL の共存として利用できるのはESSL V8.1.815以上です。

１．V4.5の共存環境（EMSL+EFSLかEWSL＋EFSL）のWebインターフェースを使用し、ESET File 
Security for Linux（EFSL）のライセンスを削除する

３．ESSLをインストール（上記１、２の処理以外は通常のESSLのインストール手順と同様）する

ユーザーズサイトに公開しているESSLの補足資料とリリースノートの内容を確認の上、オンラインヘルプ
（https://help.eset.com/efs/8.1/ja-JP/?installation.html）を参照しインストールする

４．ESSLをアクティベーションする

５．ESSLに除外設定を追加する

２．V4.5でリアルタイムスキャンを有効にするためにOSの設定ファイルに記載したリアルタイムスキャン用
ライブラリ（libesets_pac.so）のパスを削除する

https://help.eset.com/efs/8.1/ja-JP/?installation.html
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ご利用上の注意点

No 概要 備考

１ 共存可能な環境はRHEL7/CentOS7 64bitのみ 32bitOSやCentOS6はサポート外

2 V4.5でリアルタイムスキャンを有効にするため、OSの設定ファイルに埋め込んでいるリア
ルタイムスキャン用ライブラリ(libesets_pac.so)の記載を削除する

https://eset-info.canon-
its.jp/files/user/pdf/manual/v45_users_manu
al_efsl.pdf
P37~P43 記載箇所

3 ESSLを導入する前に共存させているV4.5のEFSLのライセンスを削除する EFSLライセンスを削除しないと
導入に失敗する

4 ESSL導入時、不足パッケージはyumで取得してしまうので依存関係で意図せず他のパッ
ケージがアップデートされないか事前確認は必要

一時的にOS導入当時のメディアよりパッ
ケージのダウンロードするように設定変更
が必要

5 ESSLのリアルタイム検査を有効にするにはKernelを最新またはオンラインヘルプ補足資料/
リリースノートに記載されているKernelバージョン以上にする

6 除外設定は引き継げないので別途ESSLに除外設定を入れる必要がある
https://eset-support.canon-
its.jp/faq/show/1918?site_domain=gateway
【 注意点 】3. の箇所

 ESSL 導入/運用注意点
EMSL/EWSLとESSLを共存するにあたり注意点は以下のとおりです。

https://eset-info.canon-its.jp/files/user/pdf/manual/v45_users_manual_efsl.pdf
https://eset-support.canon-its.jp/faq/show/1918?site_domain=gateway
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